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オーロラが見られなくても 総理にされた男　第二次内閣

百年の時効

壁も屋根も、街全体が真っ青でまるで夢の中に迷い
込んでしまったような、モロッコのシャフシャウエ
ン。二十七歳の岬はここに「自分を少し捨てに」
やってきた。グラスにあふれんばかりの生のミント
と熱くて甘い緑茶を注いだミントティーや、帽子の
ような鍋に入ったレモンとチキンのタジン。初めて
の景色と料理に出会った岬に、予想外の事態が起こ
り……。（「ジブラルタルで会えたら」）長年の介
護が突然終わった佳奈は、アイスランドを訪れた。
胸を突かれるように美しい氷河湖や、屋台で買って
頬張る熱々の“全部のっけ”のホットドッグ。輝か
しい未来なんて想像もできなかった佳奈だけれど、
胸にある思いが湧きあがる……。（「オーロラが見
られなくても」）

売れない舞台役者・加納慎策が、病に倒れた内閣総
理大臣・真垣統一郎と瓜二つの容姿と精緻なものま
ね芸を併せ持つという理由で、真垣の“替え玉総
理”を秘密裏に務めることになって２年。素人なが
らも忖度のない発想と国民に寄り添った熱意あふれ
る言動で海千山千の政治家たちを凌駕し、世論を味
方につけてきた。そんな政府にとって喫緊の課題は
長らく低迷する経済問題だった。打開策を考える
中、そこへ追い打ちをかけるように降りかかるパン
デミック、自然災害、五輪などの難局の数々。さら
に極東地域での緊張が急速に高まったとき、慎策と
日本にとって最大の試練の時が訪れる――。

エピクロスの処方箋

嵐の夜、夫婦とその娘が殺された。現場には四人の
実行犯がいたとされるが、捕まったのは、たった一
人。策略、テロ、宗教問題……警察は犯人グループ
を追い詰めながらも、罠や時代的な要因に阻まれ
て、決定的な証拠を掴み切れずにいた。50年後、こ
の事件の容疑者の一人が、変死体で発見される。
現場に臨場した藤森菜摘は、半世紀にも及ぶ捜査資
料を託されることに。上層部から許された捜査期間
は一年。真相解明に足りない最後の一ピースとは何
か？　刑事たちの矜持を賭けた、最終捜査の行方は
――。
感動、スリル、どんでん返し……。エンタメの妙味
が全て詰まった、超ド級の警察サスペンス

『スピノザの診察室』続編
大学病院で数々の難手術を成功させ、将来を嘱望さ
れながらも、母を亡くし一人になった甥のために地
域病院で働く内科医の雄町哲郎。
ある日、哲郎の力量に惚れ込む大学准教授の花垣か
ら、難しい症例が持ち込まれた。
患者は82歳の老人。
それは、かつて哲郎が激怒させた大学病院の絶対権
力者・飛良泉寅彦教授の父親だったーー。

まろ丸伊勢参り 熊はどこにいるの

六十年に一度、皆が伊勢神宮へ向かう、おかげ参り
の年。六つになる姪の結に、大坂の大店の跡取りに
なる養子話が舞い込んだ。しかし、本家からの迎え
は来ず、なぜか伊勢まで結を連れて来て欲しいと文
が届く。うまい話に乗っていいのか見極めるため、
両替商の三男坊・九郎は、姉夫婦から頼まれて結を
送ることに。拾ったばかりの仔犬のまろ丸をお供に
旅に出たものの、行く先々で困った事に遭遇し、九
郎はそのたびに良い考えを求められ……。
己の居場所が見つからない九郎と、大店の財を継ご
うとしている結が、明日を懸けて東海道を西へ行
く！

生きるためにもがく者、
死ぬための場所を探す者ーー
暴力から逃れた女を匿う山奥の家に暮らす、リツと
アイ。
津波ですべてを失ったサキと、災後の移住者である
ヒロ。
震災から7年の地で、身元不明の幼子をめぐり、4人
の女たちの運命が、いま、動き出す。
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